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11月29日（火），坂東地域農業改良普及センターが，第7回坂

東地域アグリセミナーを開催しました。セミナーには新規就農者7

名が参加し，GAP（農業生産工程管理）についての基礎を学ぶと

ともに，受講生が「自分の農場のBAP(不適正農業管理)」を見つけ，

その対策について意見交換を行いました。

今回の講座では，本県農林水産部産地振興課エコ農業推進室の

佐々木係長に講師をお願いし，GAPの概要や県の取組実践方法，

問題点，さらに改善事例等について，具体的かつ大変わかりやすく

説明していただきました。また，講義後，基礎知識を習得した参加

者同士による，自らの農業経営上のリスクや農作業の問題点等を顧

み実施した情報交換は，非常に活気があり，受講生にとっては適正

な農業の実践等について学び，考える充実したセミナーとなりまし

た。受講生からは，「リスクが高い事が分かり，今後改善をした

い」，「GAPには様々な規範項目があることが分かった」，

「チェックシートで自分の農業を点検したい」等の声が聞かれ，

GAPへの意識や理解が深まりました。

GAPをテーマにアグリセミナーを開催しました

11月28日（月），JA茨城むつみ五霞支店において，

JA茨城むつみ五霞地区普通作生産部会並びに五霞町うま

い米づくり実践委員会主催による水稲講習会が開催され

ました。本講習会は，高品質かつ安全・安心な米を着実

に栽培するために，毎年テーマを決めて行っています。

今年は，生産者，JA，農薬メーカー，普及センター

の計14名が参加し，玄米品質分析結果や水稲除草剤の効

果的な使い方，五霞地区の作柄概況について研修をしま

した。
さらに，県全域及び五霞地区のイネ縞葉枯病の発生状況実態調査結果について，普及センターから説

明するとともに，防除対策と抵抗性品種の紹介を行いました。

普及センターでは，管内水稲の高品質・安定生産の維持・発展，そして，水稲経営の所得向上に向け

た産地の取組について，関係機関と連携のもと，今後も支援していきます。

JA茨城むつみ五霞地区で水稲講習会を開催しました

普及センターでは今後もGAPに関する知識および技能習得などの支援を行っていきます。



土づくり推進のため土壌診断を受け付けています。
個人等の農家の方が対象です。

土壌診断実施日のお知らせ

１月１2日（月）
１月２７日（火）

１月１月

※実施日は変更になることがありますので，ご了承ください。
また，結果のご連絡には数日かかる予定です。

先日スポーツ大会があり，卓球とバドミ

ントンをしました。職員みんなで身体を

動かして，親睦を図ることが出来ました。

（荒井）

12月12日（月），普及センターが，新規就農者7名参加のもと坂東地域アグリセミナーを開催しま

した。本年度第8回目の開催となる当セミナーは，「首都圏における茨城県農産物の流通について」と

「経営管理」の２つの内容の講義を普及センター職員が講師を務めて行いました。さらに恒例の参加者

全員による座談会は，｢私が考える，我が家の経営改善｣をテーマに行いました。

市場流通と経営管理をテーマにアグリセミナーを開催しました

流通関係の講座では，卸売市場のしくみや，東京都中央卸売市場に

おける茨城青果物の流通動向についての講義を行いました。受講生か

らは「市場が求めている農産物は何ですか？」，「需要に合わせたも

のを栽培したほうがいいですか？」と言った多くの質問が出され，関

心の高さが伺えました。

「経営管理」では，農業経営の改善方策について説明するとともに，

再生産価格の算出，経営管理の重要性について講義を行いました。

座談会は，事前に経営改善の方策をシートに記入し行ったところ，

「病害虫を発生させないことが一番の経営改善」，「作付体系を見直

したい」，「作業性の良いほ場に作り替えたい」，「販路の拡大に力

を入れたい」等，受講生が次々に想いを語り，活発な意見交換となり

ました。

今回の講座は「出荷後農産物がどう消費者に届くのかわからない」

という受講生の要望により開催しましたが，参加者からは「市場流通

のしくみが理解できた」と言った声が聞かれ，満足度の高いセミナー

となりました。

普及センターでは，将来の経営者育成のため，経営面に焦点を当て

た講座を開催していきます。

「食遊三和」が設立10周年！
12月1日（木），古河市女性起業ネットワーク委員会「食遊三和」が，ホテル山水にて設立10周年を

祝う会を開催しました。食遊三和は，旧三和町が主催する「三和町農業・農村パートナーシップ推進協議

会」の活動をきっかけに，農産加工に高い意欲を持つ地域の女性6名が参画し，平成18年に結成されま

した。
食遊三和の取り組みは年々拡大し，地元消費者や子供を対象とした

食育講座の開催や，お茶とそばをコラボした「茶そば」を作るなど，メ

ンバーそれぞれの加工品を生かした新商品の開発も行っています。これ

らの活動が県内外で評価され，ネットワーク組織同士の交流や情報交換

等の研修を受け入れており，「お互いに良い刺激を受けています。怒涛

のような10年だった！」とメンバーが語っており，「10年間ありがと

う。そしてこれからもよろしく。」と，仲間同士，そして関係機関に対

してもいっぱいの笑みをうかべながら感謝をしていました。普及セン

ターでは今後も，食遊三和の活発な活動を支援していきます。


